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飼料効率向上のためには,性成熟の早期化,体殖の小格

化及び長期にわたる高産卵が必要であるが,本試験は特に

早熟性に特徴を有する系統の造成を目的とするものである。

試  験  方  法 ｀

1召和49年 9月 10日 ,外部養鶏場所有の 140日 令に達した

コマーシャル鶏12,500羽の群より,冠,恥骨幅等の外観よ

り早熟と思われるもの100羽 を選び導入した (以下00世

代とする)。 CI世代はOo世代雌及び場飼養鶏の中より選

抜した早熱雌にシ
=―
バー雄及び一部 Z系雄を交配して得

た。02世代以降は世代間隔を2個間 (一部23お よび25週

間 )と し,世代更新は図 1の ように,1直前世代雌からの
若令採種にょる生産,2 2代 以上前の世代雄からの生産,
3外部からの導入雌からの生産により行われた。

父鶏はすべて直前世代のものであり,交配は混合精液を

用いて行つた。

若令採種は,育種世代の促進を目的に初産直後から人工

授精を行い採種する方法であり,自動的に初産の遅いもの

は子を残す機会を失うことになる。

若令採種以外の方法による世代更新の場合の母鶏は,軽

度の独立淘汰水準により卵重の小さいもの,体重の大きい

ものを除き,その時この選抜時点までの産卵数の多いもの
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を選抜した。従つて,優良個体の子を残す機会は生涯を通

じて複数回にわたることになる。

CI世代以降,飼料は自由摂取とし,光線管理は育成舎で

は自然日長, 15～ 17週令で成鶏舎へ移動し14時間点灯と

した。

試 験 結 果 及 び 考 察

各世代の産卵諸形質および体重については表 1に示す通

りである。一般にコマーシャルより分離して系統造成をは

かる場合,分離後数世代はヘテローシスの喪失による能力

低下とばらつきの増大がみられ,その後徐々に選抜による

能力向上がみられるのが普通である。本試験においても,

01における能力低下は著 しかったが,02以 降,徐 々に

能力の改善がみられている。

初産日令はふ化時期により大きな影響を受ける形質であ

り,本試験では世代ごとにお、化時期が異なるため,選抜効

果はふ化時期効果と交絡している。例えば06は 8月 ふ化の

ため,育成期の大部分を日長漸減という性成熟遅延環境下
で,07は 2月 ふ化で,逆に日長漸増という性成熟促進環境

下で過したことになる。本試験においては,成鶏舎への移

動日令が比較的早いため,初産日令の季節差はある程度縮

小されると考えられる。又,ふ化時期の差があるにしても,
。2で初産日令の大幅な短縮があり,以後04ま で 140日 台
で,C5以 降は 130日 台で推移していることから,早熟化の

傾向は明らかと思われる。

体重,卵重については,それ程はつきりとはしてないが,

世代の経過と共に小さくなる傾向がみられる。

若令採種は,初産直後より146日 令までの採種を行い,
21週令で入卵し,世代間隔を24週間として, 選抜を進め
ることができるかどうかをみるものである。この方法には,

この時点で,単に早く卵を産むというだけでなく,充分に

活力のあるひなを生産できる鶏を選抜してゆくというねら

いがある。すなわち,産卵初期における小卵,フ1般不良あ
るいは内部卵質について,あ る程度の自然淘汰が働くこと

を期待したものである。

若令採種のふ化成績は表2に示される通りである。Cl,

02では産卵数も少なく,ふ化率も低いため,わずかの羽数

しかふ化していない。03で は,こ の期間における産卵数も

ふえ,ふ化率も向上した。又,更に1週間の期間延長によ
り,授精峯 ふ化率ともかなりの向上をみている。 04以降,
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ふ化率は適今期採種の成績に比し非常に低ぃながら,ひな   このことは,早期繁殖についての選抜効果が現われてき

生産数はlR調に増え,07に 至り,ふ化率は60%以上と改善  たことを示唆しており,若令採種による世代更新比率も逐

されている。                      次上昇し,G7では雌の685%がこの方法で生産されている。

表 1 産卵諸形質お よび 体重
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注. 1)こ こでいう世代は,オーンく~ラ ップおよび外部からの移入があるので,一般に使われる意味とは異なる。
2)Oo世代では,育成期にライトコントロールおよび制限給餌が行われた。

表 2若 令採 種のふ化成績
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注 1)150日 令羽数

進めているが,ほぼ基礎集団作りが完成した段階にあり,
要        約 今後は閉鎖集団とする予定である。初産日令は。11584で

49年にコマーシャル鶏の大群の中から選抜した個体群が  あつたが,G2以降 140日 台,05以降 130日台と早くなつて

ら出発して,早熟系統を造成中である。現在,集団を開放  いる。
して,外部からの早熟遺伝子の導入をはかりながら選抜を


